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第
五
十
一
条
の
八
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
章
第
三
節（
第
二
十
九
条
、

第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
、第
四
十
条
、第
四
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
十
二
条
を
除
く
。）

の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
節
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
、「
都
道
府
県
知
事
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
五
条
第
五
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
章
第
三
節（
第
二
十
九
条
、

第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
、第
四
十
条
、第
四
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
十
二
条
を
除
く
。）

の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
節
中
「
審
理
員
」と
あ
る
の
は
、「
都
道
府
県
都
市
計
画
審
議
会
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
九
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
章
第
三
節（
第
二
十
九
条
、

第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
、第
四
十
条
、第
四
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
十
二
条
を
除
く
。）

の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
節
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
、「
国
土
交
通
大
臣
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

第
七
十
一
条
の
三
第
九
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

９

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
章
第
三
節（
第
二
十
九
条
、

第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
、第
四
十
条
、第
四
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
十
二
条
を
除
く
。）

の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
節
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
、「
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府

県
知
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
十
七
条
の
十
九
中
「
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六

条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
検
定
機

関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

第
百
二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
百
二
十
六
条
」
の
下
に
「
及
び
第
百
二
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
百
二
十
七
条
中
「
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
」
を
「
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て

は
、
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
又
は
国
土
交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び

第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、そ
れ
ぞ
れ
組
合
若
し
く
は
区
画
整
理
会
社
又
は
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
八
十
四
条

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
第
五
十
三
条
」
を
「
第
五
十
三
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
及
び
」を「
若

し
く
は
」
に
改
め
る
。

（
宅
地
建
物
取
引
業
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
七
十
九
条

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
の
二
中
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
条
に
後
段

と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十

五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
道
路
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
八
十
条

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
十
六
条
第
一
項
中
「
本
条
」
を
「
こ
の
条
」
に
、「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）

に
よ
る
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
者
は
」
を
「
者
は
、
当
該
都
道
府
県
の
知
事

又
は
当
該
市
町
村
の
長
に
対
し
て
審
査
請
求
を
し
、
そ
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
」
に
、「
審
査
請
求
」
を
「
再
審

査
請
求
」
に
改
め
、
後
段
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
基
づ
き
」
の
下
に
「
都
道
府
県
、
市
町
村
そ
の
他
の
公
共
団

体
で
あ
る
」
を
、「
者
は
、」の
下
に
「
当
該
公
共
団
体
の
長
に
対
し
て
審
査
請
求
を
し
、
そ
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者

は
、
都
道
府
県
で
あ
る
」
を
加
え
、「
で
あ
る
主
務
大
臣
若
し
く
は
そ
の
地
方
支
分
部
局
の
長
又
は
都
道
府
県
」
を
削

り
、「
審
査
請
求
」
を
「
再
審
査
請
求
」
に
改
め
、
後
段
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
を
除
く
ほ
か
、
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
基
づ
き
他
の
工
作
物
の
管
理
者
で

あ
る
主
務
大
臣
又
は
そ
の
地
方
支
分
部
局
の
長
が
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
し
た
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国

土
交
通
大
臣
及
び
当
該
他
の
工
作
物
に
関
す
る
主
務
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
十
六
条
第
五
項
中
「
な
ん
ら
の
」
を
「
何
ら
の
」
に
、「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

（
航
空
法
及
び
鉄
道
事
業
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
八
十
一
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

一

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
四
十
九
条
第
八
項

二

鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
二
十
二
条
第
十
一
項

（
臨
時
船
舶
建
造
調
整
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
八
十
二
条

臨
時
船
舶
建
造
調
整
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

六
条
第
一
項
中
「
国
土
交
通
大
臣
は
、」を
削
り
、「
処
分
」
の
下
に
「
又
は
そ
の
不
作
為
」
を
加
え
、「
異
議
申
立

て
又
は
」
を
削
り
、「
を
受
理
し
た
と
き
は
、
異
議
申
立
人
又
は
」
を
「
に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平

成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、」に
、「
こ

れ
ら
の
者
か
ら
」
を
「
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
」
に
、「
よ
り
」
を
「
よ
る
」
に
、「
を
聴
取
し

な
け
れ
ば
」
を
「
の
聴
取
を
行
つ
た
後
に
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一

項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、「
規
定
に
よ
る
」
及
び
「
異
議
申
立
人
又
は
」
を
削
り
、「
審
査
請
求
人
」
の
下
に
「
及
び

利
害
関
係
人
」
を
加
え
、「
証
拠
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
、
並
び
に
利
害
関
係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
」

を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の

意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
土
地
区
画
整
理
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
八
十
三
条

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十

八
号
）
第
二
章
第
三
節
（
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
条
、
第
四

十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
十
二
条
を
除
く
。）の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
節
中
「
審
理
員
」

と
あ
る
の
は
、「
都
道
府
県
知
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
三
条
中
「
機
構
等
が
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し
た
」
を
「
こ
の
法
律
に
基
づ
く
地
方
道
路
公
社
の
」
に
改

め
、「
地
方
道
路
公
社
が
」
を
削
り
、「
関
し
て
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し
た
」
を
「
関
す
る
こ
の
法
律
に
基
づ
く
地
方

道
路
公
社
の
」
に
改
め
、「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
条
を
同

条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

こ
の
法
律
に
基
づ
く
機
構
の
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
又
は
そ
の
不
作
為
に
不
服
が
あ
る
者

は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、国
土
交
通
大
臣
は
、

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一

項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
上
級
行
政
庁

と
み
な
す
。
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